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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

会
費　

無
料

講
師　

冨
田
宏
治
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

定
員　

50
人

参
院
選
の
争
点
と
安
倍
政
権
へ
の
対
抗

政
策
学
習
会

日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
基
礎
知
識
―
新
規
採
用
時
の
ポ
イ

ン
ト

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
①

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

給
与
計
算
完
全
ガ
イ
ド
―
正
し
い
給
与
計
算
を
社
労

士
が
解
説

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
②

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副

部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

診
療
で
遭
遇
す
る
口
腔
外
科
症
例
〜
判
断
に
迷
っ
た

ら
〜

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習
の

３
回
目

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

須
崎
明
氏
（
愛
知
県
開
業
、
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

泣
い
て
、
笑
っ
て
「
Ｃ
Ｒ
修
復
・
レ
ジ
ン
支
台
築

造
」
― 

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
法
教
え
ま
す
！

６
月
度
生
涯
研
修

一枚目の陶板「本能寺の変」

山麓にあるアサヒビール大山崎山荘
美術館＝５月、京都府乙訓郡　　　

Ｑ　

現
代
の
戦
争
の
多
く
は

「
対
テ
ロ
」
を
掲
げ
て
い

る
。
軍
事
攻
撃
で
テ
ロ
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

Ａ　

米
国
な
ど
は
「
テ
ロ
リ

ス
ト
を
根
絶
や
し
に
す
る
」

と
言
う
が
無
理
だ
ろ
う
。
相

手
が
政
府
な
ら
指
揮
系
統
が

あ
り
、
交
渉
し
て
終
戦
に
持

ち
込
む
こ
と
も
可
能
だ
。
し

か
し
、
相
手
が
「
テ
ロ
リ
ス

ト
」
の
場
合
は
交
渉
さ
え
で

き
な
い
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で

は
タ
リ
バ
ン
政
権
を
崩
壊
さ

せ
た
。
そ
の
後
、
対
テ
ロ
戦

争
を
展
開
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
逆
に
全

土
で
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

な
ぜ
か
。
現
場
で
は
、
住
民

と
テ
ロ
リ
ス
ト
は
混
在
し
て

い
る
。
対
テ
ロ
戦
争
は
、
必

ず
住
民
を
巻
き
込
む
。
そ
し

て
住
民
の
反
発
を
強
め
、
武

装
勢
力
が
増
強
さ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
４
月
、
ア
フ

ガ
ン
の
現
地
医
療
ス
タ
ッ
フ

か
ら
私
に
連
絡
が
入
っ
た
。

「
母
親
が
米
軍
に
撃
た
れ
て

連
れ
去
ら
れ
た
」
と
い
う
の

だ
。
母
親
は
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
移
動
中
だ
っ
た
。
女

性
だ
と
気
付
い
た
た
め
殺
さ

ず
、
米
軍
基
地
内
の
病
院
へ

運
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

米
軍
に
よ
る
住
民
へ
の
誤

射
、
誤
爆
に
対
し
て
抗
議

し
、
調
査
・
謝
罪
を
要
求
す

る
と
、
米
軍
は
「
日
常
茶
飯

に
起
き
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
調
査
は
無
理
」
と
答
え

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
息
子
は

怒
っ
て
こ
う
言
い
っ
た
。

「
テ
ロ
で
も
な
ん
で
も
や
っ

て
や
る
」
と
。
武
装
勢
力
の

蛮
行
は
許
さ
れ
な
い
が
、
こ

う
し
て
テ
ロ
勢
力
は
広
が
っ

て
い
く
の
だ
。

　

イ
ラ
ク
も
同
様
で
あ
る
。

主
要
な
戦
闘
が
終
了
し
た

後
、
長
い
泥
沼
の
戦
争
が
続

い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
前

線
も
後
方
も
な
く
、
敵
が
だ

れ
か
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん

な
場
所
に
自
衛
隊
が
出
て
行

っ
て
、「
後
方
だ
か
ら
安

全
」「
隊
員
の
リ
ス
ク
は
高

ま
ら
な
い
」
と
言
え
る
の

か
。
あ
ま
り
に
も
現
実
を
知

ら
な
い
議
論
で
あ
り
、
ど
ち

ら
が
「
お
花
畑
思
考
」
な
の

か
と
言
い
た
く
な
る
。

Ｑ　

非
軍
事
を
う
た
う
憲
法

は
役
に
立
つ
か
。
そ
の
理
念

は
、
ど
う
具
体
化
す
れ
ば
い

い
か
？

Ａ　

ア
フ
ガ
ン
政
府
と
タ
リ

バ
ン
勢
力
の
間
で
、
和
平
の

機
運
が
生
ま
れ
た
時
期
が
あ

る
。
日
本
は
ど
ち
ら
か
ら
も

恨
ま
れ
て
お
ら
ず
、
背
後
に

い
る
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン

と
も
い
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
国
際
紛

争
を
武
力
に
よ
っ
て
解
決
し

な
い
と
う
た
っ
て
い
る
。
そ

の
下
で
日
本
は
紛
争
当
事
国

の
両
方
に
援
助
し
て
き
た
。

　

あ
の
と
き
、
和
平
の
仲
介

の
役
割
を
果
た
せ
た
の
は
日

本
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
結

局
日
本
は
和
平
に
動
か
な
か

っ
た
が
、
平
和
憲
法
を
持
つ

日
本
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　

政
府
は
南
ス
ー
ダ
ン
の
自

衛
隊
で
駆
け
付
け
警
護
や
武

器
使
用
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
南

ス
ー
ダ
ン
と
も
北
の
ス
ー
ダ

ン
（
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
）
と

も
均
等
に
付
き
合
い
、
民
生

支
援
を
し
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
自
衛
隊
が
武
器
を
使
用

し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
武
装

勢
力
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人

を
救
出
し
よ
う
と
、
駆
け
付

け
警
護
に
行
っ
て
武
器
を
使

え
ば
、
そ
れ
は
「
制
圧
」
で

あ
り
、
事
実
上
の
交
戦
に
な

る
。
日
本
へ
の
国
民
感
情
は

悪
化
し
、
紛
争
当
事
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　

憲
法
の
前
文
は
「
全
世
界

の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖

と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の

う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と

う
た
い
、
そ
の
手
段
と
し
て

の
武
力
の
不
行
使
を
誓
っ
て

い
る
。
全
世
界
が
平
和
的
に

共
存
す
る
と
い
う
権
利
の
宣

言
で
あ
る
。
貧
困
、
差
別
、

抑
圧
と
い
う
紛
争
の
原
因

（
構
造
的
暴
力
）
を
除
去
す

る
た
め
、
非
軍
事
で
協
力
す

る
と
い
う
内
容
だ
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
れ
を
精
神
的

な
支
え
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し

て
き
た
。
そ
う
い
う
大
切
な

憲
法
を
、
安
倍
政
権
は
な
ぜ

壊
そ
う
と
す
る
の
か
。
私
は

強
く
抗
議
し
た
い
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
非
軍
事
の
手
段
に
よ
っ
て
平
和
を
め
ざ

す
と
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
非
現
実
的
」「
お
花

畑
思
考
」
と
い
う
非
難
が
あ
る
。
３
月
末
に
施
行
さ
れ
た
安

保
関
連
法
も
、
こ
の
「
現
実
論
」
が
考
え
方
の
基
に
あ
る
。

だ
が
、
軍
事
で
平
和
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
世
界
の
紛
争
地
で
支
援
活
動
を
続
け
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
理

事
の
谷
山
博
史
氏
に
話
を
聞
い
た
。

非軍事の理念こそ現実的
紛争地での経験から憲法語る

日本国際ボランティアセンター（JVC）代表理事　谷山博史

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

快
晴
の
日
に
天
王
山
に
登
っ

て
き
た
。

　

天
王
山
は
、
大
阪
と
京
都

の
県
境
で
、
Ｊ
Ｒ
京
都
線
・

新
幹
線
・
阪
急
・
京
阪
・
国

道
１
号
線
・
１
７
１
号
線
・

名
神
高
速
等
、
京
阪
間
の
ほ

と
ん
ど
の
交
通
機
関
が
通
っ

て
い
る
地
域
に
あ
る
。
狭
い

地
形
の
た
め
、
昔
か
ら
戦
略

上
の
拠
点
と
し
て
使
わ
れ
て

き
た
場
所
だ
。
特
に
有
名
な

の
が
、「
天
下
分
け
目
の
天

王
山
」
と
称
さ
れ
る
明
智
光

秀
と
羽
柴
秀
吉
が
戦
っ
た
山

崎
の
合
戦
。
こ
の
合
戦
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
重
要

な
試
合
に
な
る
と
天
王
山
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

天
王
山
は
標
高
２
７
０
㍍

の
低
い
山
で
、
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅

か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
登
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
「
秀
吉

の
道
」
と
称
し
て
途
中
６
枚

け
目
の
天
王
山
」「
明
智
光

秀
の
最
後
」「
秀
吉
の
天
下

人
へ
の
道
は
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
」
―
。
こ
の
順
番
に
陶

板
を
越
え
て
い
く
と
山
頂
に

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
城
の

痕
跡
が
所
々
に
あ
る
。
ま

た
、
山
麓
に
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
が
あ

り
、
モ
ネ
や
シ
ャ
ガ
ー
ル
等

の
絵
画
が
１
０
０
点
ほ
ど
展

示
し
て
あ
る
。
も
と
は
大
正

時
代
に
建
て
ら
れ
た
別
荘

で
、
こ
の
時
期
、
新
緑
が
ま

ぶ
し
く
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

大
阪
側
か
ら
山
頂
を
通
り

越
し
て
、
小
倉
神
社
の
あ
る

登
山
口
に
下
り
る
。
最
寄
駅

で
あ
る
西
山
天
王
山
駅
ま
で

約
20
分
。
さ
ら
に
10
分
ほ
ど

歩
く
と
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

工
場
が
あ
り
、
見
学
と
試
飲

が
で
き
る
。
登
山
で
た
っ
ぷ

り
汗
を
か
い
た
後
、
冷
た
い

ビ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

 

（
新
聞
部
・
南
端
理
伸
）

の
陶
板
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
を
順
々
に
読
ん
で

い
く
と
秀
吉
の
天
下
取
り
の

物
語
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

「
本
能
寺
の
変
」「
秀
吉

の
中
国
大
返
し
」

「
頼
み
の
諸
将
来

ら
ず
」「
天
下
分

た
ど
り
着
く
。
山
頂
は
、
見

晴
ら
し
こ
そ
あ
ま
り
良
く
な

い
が
、
広
く
て
全
体
が
木
陰

な
の
で
、
弁
当
を
食
べ
る
に

は
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

　

山
崎
の
合
戦
の
後
、
秀
吉

は
こ
の
山
頂
に
城
を
築
き
、

大
坂
城
が
完
成
す
る
ま
で
の

拠
点
と
し
た
。
現
在
で
は
城

283

歴
史
を
た
ど
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

京
都
・
天
王
山

京
都
・
天
王
山


